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抄録	 可搬型 950 keV Linacを用いて、実橋梁における透過 X線非破壊検査、及び全体に対する構造計算を行

った。その結果を用いて有限要素法による X線検査区間の構造物の応力分布の再現及び健全性評価を行った。 
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1. 緒言 

これまでコンクリート内部の鉄筋の状態は、コンクリート部分を破壊することでしか確認できなかったが、

X線による非破壊検査では、コンクリートを破壊することなく内部状況の視覚的評価が可能である。そこで、

実橋梁において X線による非破壊検査を行い、その結果を用いた 3次元有限要素法による構造解析を行うこ

とで橋梁の構造健全性評価を行った。 

2. X線非破壊検査の結果を用いた 3次元有限要素法解析 

2-1. 非破壊検査の結果 

橋梁検査にて一部の PC 鋼材には劣化による破断、断面積の減少が確認できた。また当研究室矢野の計算

により、橋梁健全性評価のための標準荷重を印加した際に発生するモーメントを評価することに成功した。 

2-2. 3次元有限要素方解析 

 妙高大橋第８ブロックの状態をより精密に評価するため、Fig. 1のよ

うな体系を用いた３次元有限要素解析による詳細解析を行った。解析メ

ッシュは X線による検査対象部分のみをモデル化した。 

2-3. 解析結果 

コンクリート構造体内部の応力分布状態は、PC 鋼材に劣化のある場

合でも最大応力度は 0.22 MPa、最小応力度は -13.6 MPaであった。また

健全時と劣化を含む場合における、コンクリート橋下縁部へのひび割れ

発生時（Fig. 2）までの耐力の比較を行い 5%ほどの耐力減少を確認でき

た。これらの結果から PC鋼材の劣化の影響を観察できた。 

3. 結論 

PC 鋼材の劣化によりプレストレス力の減少は確認されたが、コンク

リートにかかる応力度は許容応力度( -14 MPa 以上、1.5 MPa 以下)の範

囲内であり、現状において健全性に問題はないと判定できた。 
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Fig. 1解析メッシュモデルの体系 

Fig. 2橋梁下縁部ひび割れ発生の様子 
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